
新潟市シェアサイクル事業 事業エリア拡大方針 【別紙-1】

【令和７年度 「にいがた2kmシェアサイクル事業」 利用状況ヒートマップ】

新潟市シェアサイクル事業における事業エリアの拡大方針

 「にいがた2kmエリア」は引き続き回遊性の向上と移動の利便性を確保
 本市のまちづくりに連動して拡大を図るエリアは、サイクルポートを設置して

エリア拡大を検討していく（※下図参照）
 上記以外のエリア拡大については、利便性と収益性の観点から事業者の判断

で柔軟に実施できるものとする
※利便性が低下しないよう、エリア拡大に伴い車両増台も検討すること

移動が「多」

移動が「少」

凡例

にいがた2kmエリア

白山エリア

まちづくりと連動して拡大を図るエリア

 鳥屋野潟南部開発エリア（商業施設・住居）
 白山エリア（スポーツ施設再編）
 白山～古町～万代～鳥屋野潟南部エリアを繋ぐ 『新たな都心軸』

● 新潟駅

● 万代

● 古町

鳥屋野潟南部開発エリア

● ビッグスワン


